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  概    要 

  

・超臨界炭酸ガス発泡押出技術を使い、溶融ポリマーの状態で 

炭酸ガスを溶解分散させて、シート成形を行うことにより、 

シート内部に気泡を含有しながら連続成形することが可能な 

プロセスを開発する。 

・このシートは内部に５μｍ以下の微細気泡を含有することに

より、シートの全光線反射率が良好で、反射板として好適な 

 商品として開発することが可能である。 

・この微細発泡シート成形技術は、反射板だけでなく更に 

 透明な樹脂層と組み合わせることにより、従来には存在しな

い新たな商品の開発が可能となる。 
 

 

１）開発する超臨界炭酸ガス発泡押出シート成形技術のプロセス 
超臨界炭酸ガス発泡押出機 

                     真空ﾁｬﾝﾊﾞｰ装置 

 

 

 

 

 

 

 
 

                 ｷｬｽﾄ装置              巻き取り装置 

  ・超臨界炭酸ガス発泡押出機にて、ポリマーに炭酸ガスを浸透・分散させる。 

  ・この炭酸ガス溶融ポリマーと、炭酸ガスを含まないポリマーを層状に積層し、 

   シート成形する。更に真空チャンバー装置にて微細発泡させることにより、 

   目的の反射板を製造する。 
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